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二
十
番
、
御
山(

お
や
ま)

二
十
一
番
、
左
下
り(

さ
く
だ
り)

「
の
ち
の
世
を

願
う
心
は

軽
く
と
も

仏
の
ち
か
い

重
き
石
塚
」

真
言
宗

石
塚
山

蓮
台
寺

会
津
若
松
市
川
原
町
五-
五
〇

本
尊

聖
観
世
音

管
理
金
剛
寺

駐
車
場

あ
り

ト
イ
レ

な
し

会
津
若
松
市
一
箕
町
の
大
塚
山
に
い
た
葦
名

(

あ
し
な)

氏
家
臣
の
大
塚
山
氏
が
石
塚
に
移
り

石
塚
氏
を
名
乗
り
ま
す
。
本
尊
は
、
佐
原
十
郎

義
連
の
護
持
仏
と
い
う
。
堂
は
南
北
朝
時
代
、

葦
名
直
盛
の
創
建
と
い
い
ま
す
。
江
戸
時
代
初

め
蒲
生
忠
郷(

た
だ
さ
と)

が
、
母
で
家
康
の

娘
・
振
姫
の
た
め
に
再
建
し
た
と
い
う
。
戊
辰

戦
争
で
焼
失
し
再
建
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
は
る
ば
る
と

登
り
て

拝
む

岩
屋
さ
ん

い
つ
も

絶
え
せ
ぬ

峯
の
松
風
」

天
台
宗

神
護
山

照
谷
寺

住
職
住

会
津
若
松
市
門
田
町
御
山
字
館
山
甲
三
〇
八
〇

本
尊

聖
観
世
音

駐
車
場

あ
り

ト
イ
レ

あ
り
☆

元
は
、
会
津
若
松
市
の
斎
場
東
側
、
岩
屋

内
に
あ
り
ま
し
た
。
本
尊
は
一
寸
八
分
の
胎

内
仏
で
す
。
八
幡
太
郎
義
家
が
会
津
太
郎
と

い
う
賊
を
討
ち
取
っ
た
時
に
兜
に
付
け
て
い

た
の
が
こ
の
胎
内
仏
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
天

平
神
護
年
間
、
八
世
紀
中
頃
の
創
建
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
柿
の
木
の
枝
が
あ
り
、
道
は
狭

く
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
は
通
れ
ま
せ
ん
。

「
左
下
り
は

岩
に
そ
び
え
て

か
け
造
り

い
つ
も
絶
え
せ
ぬ

松
風
の
音
」

臨
済
宗

左
下
山

観
音
寺

会
津
美
里
町
大
字
大
石
字
東
左
下
り
一
一
七
三

本
尊

聖
館
世
音

集
落
管
理

駐
車
場

あ
り

ト
イ
レ

な
し

県
指
定
文
化
財

三
層
の
懸
け
造
り
で
、
天
長
七
年(

八
三
〇)

草
創
。
堂
は
、
延
文
三
年(

一
三
五
八)

に
葦
名

氏
家
臣
の
富
田
将
監
祐
義
が
修
理
し
、
そ
の
後

江
戸
時
代
に
建
て
替
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。
左

下
り
、
と
は
製
鉄
集
団
を
「
さ
げ
」
と
呼
ん
だ

こ
と
に
由
来
し
、
そ
こ
に
「
左
下
」
の
文
字
を

あ
て
た
も
の
。
周
辺
に
は
製
鉄
の
遺
跡
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
三
寸
の
柱
を
見
つ
け
る
と
願

い
が
叶
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

観音堂近くに駐車場があり、乗用車は
途中まで登れます。「峯の松風」は
「松風の音」が正しい。

堂前に駐車。マイクロ、中型は柿の枝よ
り通行はできません。「松風の音」は
「峯の松風」が正しい。

堂前に駐車。
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二
十
三
番
、
高
倉

二
十
四
番
、
関
山

「
朝
日
さ
す

夕
日
輝
く

相
川
の

月
も
ろ
と
も
に

い
づ
る

み
た
ら
し
」

曹
洞
宗

空
窪
山

自
福
寺

会
津
美
里
町
氷
玉
字
相
川
丁
三
六
五

本
尊

十
一
面
観
世
音

集
落
管
理

駐
車
場

あ
り

ト
イ
レ

な
し

元
は
、
現
在
地
よ
り
北
東
四
百
間
の
地
に

あ
っ
た
と
い
う
。
宝
永
六
年(

一
七
〇
九)
に
高

橋
宗
元
、
吉
川
浄
雲
が
現
在
の
地
に
堂
を
移
す

こ
と
を
発
願
し
、
享
保
二
年(

一
七
一
七)

に
建

立
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
御
手
洗
」
と
い
う
泉
が

集
落
の
北
に
あ
っ
た
と
い
う
。
丘
の
う
え
に
あ

り
ま
す
。

「
高
倉
は

岩
を
積
み
し

山
な
れ
ば

人
の
願
い
を

満
つ
る
高
倉
」

天
台
宗

稲
菖
山

高
倉
寺

会
津
美
里
町
字
丸
山
乙
六
九
一

本
尊

十
一
面
観
世
音

集
落
管
理

駐
車
場

あ
り

ト
イ
レ

な
し

平
安
末
の
高
倉
宮
以
仁
王(

も
ち
ひ
と
お
う)

ゆ
か
り
の
地
に
あ
る
堂
で
、
天
長
年
間
の
九
世

紀
前
半
の
草
創
。
高
倉
宮
が
随
行
し
た
長
沢
大

夫
坊
常
春
に
観
音
像
を
渡
し
安
置
し
た
も
の
と

い
う
。
元
は
、
山
の
西
側
ふ
も
と
に
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
階
段
下
に
移
り
、
そ
し
て
現
在
地
の

階
段
を
二
百
段
登
っ
た
と
こ
ろ
に
移
り
ま
し
た
。

「

散
る
花
を

と
む
る

ひ
玉
の

関
の
山

雲
を

の
ぼ
り
の

道
は
一
筋
」

真
言
宗

日
当
山

日
輪
寺

会
津
美
里
町
字
氷
玉
字
関
山
乙
三
八
一

本
尊

十
一
面
観
世
音

集
落
管
理

駐
車
場

あ
り

ト
イ
レ

な
し

本
尊
は
も
と
は
、
会
津
若
松
市
北
会
津
町
小

松
に
あ
っ
た
と
い
う
。
堂
は
元
、
階
段
下
に

あ
っ
た
が
、
寛
政
二
年(

一
七
九
〇)

に
五
八
段

の
階
段
上
に
堂
を
整
備
し
た
と
い
う
。
戊
辰
戦

争
で
、
村
は
焼
か
れ
、
激
戦
と
な
り
、
戦
死
者

墓
が
村
南
に
あ
り
ま
す
。
村
の
西
に
は
、
モ
リ

ア
オ
ガ
エ
ル
の
生
息
地
が
あ
り
ま
す
。

農協付近に駐車。長い階段あり。「宝を積
し」は「岩を積し」、「人の願いも」は
「人の願いを」が正しい。

堂東下に駐車。集落内道路狭し。

道路に駐車。「雲降り登る」は「雲
を登りの」が正しい。



二
十
五
番
、
領
家
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二
十
六
番
、
富
岡

二
十
七
番
、
大
岩

「

朝
日
さ
す

夕
日
輝
く

領
い
け
に

だ
い
非
の
光

有
明
の
月
」

曹
洞
宗

延
命
山

常
楽
寺

会
津
美
里
町
大
字
藤
家
舘
字
領
家

本
尊

十
一
面
観
世
音

集
落
管
理

駐
車
場

あ
り

ト
イ
レ

な
し

建
長
元
年(

一
二
四
九)

に
、
美
濃
国
よ
り
来

た
常
延
が
十
一
面
観
音
像
を
安
置
し
創
建
し
ま

す
。
建
て
た
と
い
う
。
永
禄
の
頃(

一
五
五
八
～

一
五
七
〇)

ま
で
は
、
阿
弥
陀
、
観
音
、
地
蔵
、

大
師
、
十
王
動
堂
の
跡
が
あ
っ
た
と
い
う
。
大

永
三
年(

一
五
二
三)

の
ワ
ニ
口
が
あ
っ
ち
と
い

う
。
寛
文
年
間
の
十
七
世
紀
中
頃
に
堂
が
再
建

さ
れ
て
い
ま
す
。

「

朝
ぼ
ら
け

賑
わ
う

里
に

立
つ
煙

誠
の

人
を

と
む
る
富
岡
」

天
台
宗

日
用
山

福
生
寺

会
津
美
里
町
大
字
冨
川
字
冨
岡
甲
八

本
尊

十
一
面
観
世
音

集
落
管
理

駐
車
場

あ
り

ト
イ
レ

な
し

西
国
三
十
三
所
、
満
願
と
な
る
岐
阜
県
、
美

濃
国
谷
汲
山
華
厳
寺(

た
に
く
み
ざ
ん
ざ
ん
け
ご

ん
じ)

の
創
建
に
関
わ
る
大
口
氏
が
住
ん
で
い
た

所
と
さ
れ
、
ゆ
か
り
の
地
に
、
華
厳
寺
の
援
助

で
寺
が
建
て
ら
れ
ま
す
。
堂
は
国
指
定
重
要
文

化
財
で
、
床
下
か
ら
は
石
に
墨
で
経
文
が
書
か

れ
た
経
石
が
出
土
し
ま
し
た
。
堂
の
西
側
墓
地

に
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
墓
が
あ
り
ま
す
。

「
近
く
見
て

遠
く

登
る
は

大
岩
の

池
も

誓
い
も

深
き
谷
河
」

天
台
宗

錫
杖
山

法
輪
寺

会
津
美
里
町
兜

本
尊

聖
面
観
世
音

集
落
管
理

駐
車
場

な
し

ト
イ
レ

な
し

ふ
も
と
の
冑
集
落
か
ら
林
道
を
登
る
こ
と
約
十

分
。
大
規
模
林
道
の
西
に
あ
り
ま
す
。
堂
の
南
に

は
大
き
な
岩
が
あ
る
こ
と
か
ら
大
岩
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
昔
は
、
小
堂
の
あ
る
所
に
観
音
堂
が
あ

り
、
南
の
岩
屋
建
物
が
あ
り
ま
し
た
が
、
寛
永
十

三
年(

一
六
三
六)

大
雪
で
倒
壊
し
、
寛
文
六
年

(

一
六
六
六)

小
堂
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に

山
奥
な
た
め
冑
集
落
内
に
堂
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

大口大領（おおぐちだいりょう）の子孫
は30代目大口和彦さんで、華厳寺の門前
で「富岡屋」という蕎麦屋をしています。

この堂近くまで、舗装道路がありマイク
ロで行けますので行きましょう。御詠歌
は、まったく異なり「近く見て～」が正
しい。

道路に駐車。集落内道路狭し。「領池
の」は「領池に」が正しい。



二
十
八
番
、
高
田
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番
外
一
、
浮
身

二
十
九
番
、
雀
林(

す
ず
め
ば
や
し)

「

昔
よ
り

立
つ
と
も

知
ら
ぬ

天
王
寺

奥
の
細
道

と
ど
ろ
き
の
橋
」

天
台
宗

高
田
山

天
王
寺

住
職
住

会
津
美
里
町
字
高
田
甲
二
九
六
八

本
尊

十
一
面
観
世
音

駐
車
場

あ
り

ト
イ
レ

な
し

龍
興
寺
の
末
寺
で
、
保
元
三
年(
一
一
五
八)

に
建
て
ら
れ
、
堂
は
も
と
北
東
五
町
に
あ
り
ま

し
た
。
寛
永
十
三
年(

一
六
三
九)

に
現
在
地
に

移
さ
れ
ま
し
た
。
寺
の
西
に
清
水
が
あ
り
、
そ

の
下
流
に
橋
が
あ
り
「
と
ど
ろ
き
橋
」
と
い
う
。

戊
辰
戦
争
の
一
八
六
八
年
九
月
十
八
日
、
高
田

に
は
会
津
藩
家
老
の
佐
川
官
兵
衛
や
新
選
組
の

斎
藤
一
ら
約
千
人
が
守
る
高
田
を
長
州
藩
を
主

力
と
す
る
西
軍
約
二
千
人
が
囲
み
街
は
焼
失
し

ま
し
た
。

「
浮
き
身
を
ば

助
け

給
へ
や

観
世
音

導
き
た
ま
へ

弥
陀
の
浄
土
へ
」

天
台
宗

道
樹
山

龍
興
寺

住
職
住

会
津
美
里
町
字
龍
興
寺
北
甲
二
二
二
二-

三

本
尊

聖
観
世
音

駐
車
場

あ
り

ト
イ
レ

な
し

国
宝
の
一
字
蓮
台
法
華
経
が
あ
る
こ
と
で

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
堂
は
、
も
と
東
邦
銀
行

高
田
支
店
の
地
に
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
地

に
移
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
尊
は
木
像
で
、
永

禄
二
年(

一
五
五
九)

の
銘
が
あ
り
ま
す
。
永

禄
三
年(

一
五
六
〇)

に
は
、
後
の
天
海
、
当

時
の
名
を
髄
風
と
い
い
前
の
地
に
あ
っ
た
堂

内
で
得
度
し
た
と
い
う
。
寛
永
六
年(

一
六
二

九)

と
会
津
戦
争
で
堂
が
焼
失
し
て
い
ま
す
。

「
参
り
来
て

西
を
は
る
か
に

な
が
む
れ
ば

雨
つ
ゆ
し
げ
き

古
か
た
の
沼
」

天
台
宗

雷
田
山

法
用
寺

会
津
美
里
町
雀
林
三
番
山
下
三
五
五
四

本
尊

一
一
面
観
世
音

集
落
管
理

駐
車
場

あ
り

ト
イ
レ

あ
り

国
重
要
文
化
財
・
県
指
定
文
化
財

養
老
四
年(

七
二
〇)

徳
道
上
人
が
草
創
。
も

と
は
、
西
の
山
上
に
あ
っ
た
と
い
う
。
一
六
世

紀
ま
で
は
、
十
六
の
僧
房
が
あ
っ
た
と
い
う
。

文
化
財
も
多
く
、
仁
王
像
と
本
堂
は
国
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
境
内
に
は
、
会

津
五
桜
の
「
虎
の
尾
桜
」
や
県
指
定
の
三
重
塔

が
あ
り
ま
す
。
正
月
に
は
、
藁
で
蛇
を
作
り
村

内
を
歩
く
「
へ
び
の
御
年
始
」
が
あ
り
ま
す
。

図・写真・文 Ⓒ石田明夫 問合せ ℡・Fax 0242-24-3423
メール・ホームページ「考古学から見た会津の歴史」

寺北側に駐車。天海大僧正と国宝の
一字蓮台法華経のある寺として知ら
れています。

堂前に駐車。会津戦争で焼失した高
田は、店や家を少し下げて現在のよ
うに道を広くしました。

堂北に駐車場あり。集落内道路狭し。
「巡り来て」は「参り来て」が正しい。
三重塔、国重文の堂や仁王像がありま
す。
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十
番
、
中
田
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三
十
二
番
、
青
津

三
十
一
番
、
塔
寺

「

巡
り
来
て

よ
も
の

ち
里
を

眺
む
れ
ば

こ
れ
ぞ

会
津
の

中
田
な
る
ら
ん
」

曹
洞
宗

普
門
山

弘
安
寺

住
職
住

会
津
美
里
町
米
田
字
堂
ノ
後
甲
一
四
七

本
尊

十
一
面
観
世
音

駐
車
場

あ
り

ト
イ
レ

あ
り

国
重
要
文
化
財

文
永
十
年(

一
二
七
三)

六
月
十
七
日
、
佐
布

川
の
江
川
長
者
常
俊
は
、
一
人
娘
が
亡
く
な
っ

た
の
を
悲
し
み
、
翌
年
の
八
月
八
日
観
音
像
を

安
置
し
ま
す
。
国
重
要
文
化
財
で
す
。
寺
は
、

弘
安
二
年(

一
二
七
九)

村
主
の
冨
塚
盛
勝
と
地

頭
の
穴
沢
義
光
が
建
て
ま
す
。
厨
子
も
指
定
文

化
財
で
、
会
津
こ
ろ
り
観
音
の
一
つ
。
観
音
堂

は
、
宝
暦
七
年(

一
七
五
七)

に
建
て
ら
れ
た
も

の
で
す
。
夏
至
に
、
磐
梯
山
頂
か
ら
日
が
昇
り

ま
す
。

「

春
は
花

夏
は
青
木
に

し
げ
り
つ
つ

秋
は
も
み
じ
に

そ
む
る

つ
ゆ
し
も
」

浄
土
宗

本
現
山

正
徳
寺

会
津
坂
下
町
大
字
青
津
字
本
丁
七
一

聖
観
世
音

無
住

集
落
管
理

駐
車
場

あ
り

ト
イ
レ

な
し

国
史
跡
、
四
世
紀
前
半
の
全
長
一
二
三
㍍
、

会
津
最
大
の
前
方
後
円
墳
、
亀
ケ
森
古
墳
の
後

円
部
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
天
文(

一
五
三

二
～
五
五)

頃
、
岌
円
が
中
興
し
ま
す
。
観
音

堂
は
、
元
、
青
木
に
あ
り
ま
し
た
が
慶
長
十
一

年(

一
六
一
一)

の
会
津
慶
長
大
地
震
で
倒
壊
し

村
は
山
崎
湖
に
沈
ん
だ
こ
と
か
ら
、
青
津
の
高

台
、
現
在
地
に
移
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
は
る
ば
る
と

参
り
て

拝
む

え
り
ゅ
う
寺

い
つ
も

絶
え
せ
ぬ

松
風
の
音
」

真
言
宗

金
塔
山

福
寿
院

恵
隆
寺

会
津
坂
下
町
塔
寺
字
松
原
二
九
四
四

本
尊

千
手
観
世
音

住
職
住

駐
車
場

あ
り

ト
イ
レ

あ
り

本
尊
・
本
堂

国
重
要
文
化
財

大
同
三
年(

八
〇
八)

僧
徳
一
に
よ
り
建
立
。

高
寺
が
荒
廃
し
、
建
久
三
年(

一
二
九
二)

寺

を
こ
こ
に
移
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
尊

は
、
立
ち
木
か
ら
作
っ
た
と
さ
れ
、
国
の
重

要
文
化
財
で
す
。
堂
は
、
慶
長
十
六
年(

一
六

一
三)
の
慶
長
会
津
大
地
震
で
倒
壊
し
、
元
和

三
年(
一
六
一
七)

に
再
建
さ
れ
た
国
重
要
文

化
財
。
こ
ろ
り
観
音
の
ひ
と
つ
。

堂前に駐車。「会津ころり三観音の
一つ」

堂前に駐車。「会津ころり三観音の
一つ」

集落内道路狭し。もとは「青木観音」で
したが、地震で現在地に移されてからは
「青津観音」と呼んでいます。御詠歌に
名残りの「青木」が入っています。



三
十
三
番
、
御
池
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番
外
二
、
柳
津

番
外
三
、
鳥
追

「

参
る
よ
り

恵
み
も

深
き

お
ん
池
の

池
の
は
ち
す
葉

我
を

待
つ
ら
ん
」

曹
洞
宗

羽
黒
山

西
光
寺

住
職
住

会
津
坂
下
町
字
大
字
御
池
田
字
寺
ノ
前
一
五
二

本
尊

聖
観
世
音

駐
車
場

あ
り

ト
イ
レ

な
し

天
正
元
年(

一
五
七
三)

会
津
若
松
市
東
山
町

の
天
寧
寺
か
ら
春
広
と
い
う
僧
が
来
て
、
集
落

の
北
に
開
基
し
ま
す
。
そ
の
後
、
寛
文(

一
六
六

一
～
七
三)

頃
に
は
、
僧
の
重
海
が
小
庵
を
営
み

ま
す
が
、
享
保
八
年(

一
七
二
三)

、
僧
の
郭
瑞

が
現
在
地
に
移
し
ま
す
。
本
尊
の
聖
観
音
座
像

は
、
七
寸
八
分
で
、
昔
、
池
の
中
か
ら
見
つ

か
っ
た
も
の
だ
と
い
う
。

「
柳
津
は

岩
に
そ
び
え
て

か
け
造
り

前
に
は

只
見
の

舟
の
浮
橋
」

臨
済
宗

霊
巌
山

円
蔵
寺

住
職
住

柳
津
町
大
字
柳
津
字
寺
家
町
甲
一
七
六

本
尊

聖
観
世
音

駐
車
場

あ
り

ト
イ
レ

あ
り

柳
津
の
虚
空
蔵
堂
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
大
同
二
年(

八
〇
七)

に
徳
一
に
よ

り
創
建
さ
れ
ま
す
。
慶
長
一
六
年(

一
六
一

一)

の
慶
長
会
津
大
地
震
で
倒
壊
し
、
再
建

さ
れ
ま
す
。
現
在
の
堂
は
、
そ
の
後
火
災

で
焼
失
し
安
永
五
年(

一
七
七
六)

に
再
建

さ
れ
た
も
の
で
す
。
「
赤
べ
こ
」
は
、
元

和
三
年
（
一
六
一
七
）
に
堂
が
再
建
さ
れ

た
時
、
只
見
川
か
ら
材
木
を
運
ん
で
活
躍

し
た
「
赤
牛
」
が
も
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「

か
ね
こ
わ
き

山
の
如
き
の

の
り
の
寺

ま
こ
と

だ
い
悲
の

浄
土
な
る
ら
ん
」

真
言
宗

金
剛
山

如
法
寺

住
職
住

西
会
津
町
野
沢
字
如
法
寺
乙
三
五
三
三

本
尊

聖
観
世
音

駐
車
場

あ
り

ト
イ
レ

あ
り

県
指
定
文
化
財

大
同
二
年(

八
〇
七)

徳
一
に
よ
り
建
立
さ

れ
と
い
う
。
堂
は
、
慶
長
十
六
年(

一
六
一

三)

の
慶
長
会
津
大
地
震
で
倒
壊
し
、
慶
長
十

八
年(

一
六
一
五)

蒲
生
忠
郷
に
よ
り
再
建
さ

れ
ま
し
た
。
東
口
の
三
猿
と
西
口
の
梅
に
鶯

の
彫
刻
を
見
つ
け
る
と
願
い
が
叶
う
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
ろ
り
観
音
の
ひ
と
つ
。
北
側

に
蕎
麦
屋
が
あ
り
ま
す
。

堂内撮影禁止です。静かに参拝しま
しょう。「赤べこ」発祥の地です。観
音像は、本堂を外に出て西から裏に
回った場所にあります。

三十三番札所です。「池の蓮は」は「池
の蓮葉」が正しい。

堂ここから奥に車で10分行くと「大山
祇神社」があります。「会津ころり三
観音の一つ」


